
高梁市立学校再編推進審議会

　
現
在
、
市
内
の
小
・
中
学
校
の
多
く

が
小
規
模
校
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
小
規
模
校
は
、
個
々
の
学
習
状
況
や

家
庭
・
地
域
の
教
育
環
境
な
ど
が
把
握

し
や
す
く
、
保
護
者
や
地
域
と
連
携
し

適
切
な
指
導
が
で
き
る
こ
と
、
ま
た
教

材
や
教
具
、
運
動
場
や
体
育
館
な
ど
を

余
裕
を
も
っ
て
使
う
こ
と
が
で
き
る
と

い
っ
た
長
所
が
あ
り
ま
す
。

　
一
方
、
児
童
・
生
徒
数
と
学
校
教
育

の
現
状
を
踏
ま
え
る
と
、
一
定
規
模
の

集
団
の
中
で
勉
強
や
ス
ポ
ー
ツ
、
生
活

な
ど
の
さ
ま
ざ
ま
な
場
面
で
選
択
や
切

磋
琢
磨
が
で
き
る
環
境
が
必
要
で
あ
る

こ
と
や
、
教
職
員
に
過
度
の
校
務
の
負

担
が
か
か
る
と
い
っ
た
状
況
は
、
児

童
・
生
徒
の
教
育
環
境
に
影
響
を
及
ぼ

し
か
ね
な
い
こ
と
な
ど
の
問
題
点
が
あ

り
ま
す
。

児
童
・
生
徒
数

　
市
の
児
童
・
生
徒
数
は
徐
々
に
減
少

し
、
平
成
29
年
度
は
児
童
・
生
徒
合
わ

せ
て
１
８
８
１
人
と
な
り
、
合
併
直
後

の
平
成
17
年
度
と
比
較
し
て
７
８
０
人

減
少
し
て
い
ま
す
。

会長 山
や ま べ

部 正
ただし

さん

（元順正短期大学 学長）

平成 17年度 平成 29年度 平成 35年度

小学校

児童数（人） 1,639 1,209 1,053

学級数（学級） 103 75 74

教員数（人） 143 104 103

中学校

生徒数（人） 1,022 672 579

学級数（学級） 34 28 25

教員数（人） 72 61 58

旧高梁市 有漢町 成羽町 川上町 備中町

小学校数 10 2 １ １ １

複式学級
（平成 29 年度） ６ １ ０ ０ １

複式学級
（平成 35 年度） ８ ２ ０ １ １

高
梁
の
教
育
を
考
え
る
・
・
・

高
梁
市
立
学
校
再
編
推
進
審
議
会
か
ら
の
答
申

　

平
成
29
年
５
月
11
日
に
市
長
か
ら

「
高
梁
市
立
学
校
再
編
推
進
審
議
会
」

に
次
の
諮
問
を
行
い
、
平
成
30
年 

３
月
23
日
に
答
申
を
受
理
し
ま
し
た
。

①
教
育
環
境
を
確
保
す
る
た
め
の
小

中
学
校
再
編
の
基
本
的
な
考
え
方
に

つ
い
て

②
教
育
目
標
を
達
成
す
る
た
め
の
教

育
施
策
の
あ
り
方
に
つ
い
て

　

市
は
、
こ
の
答
申
書
の
内
容
を
尊

重
し
な
が
ら
、
今
後
の
教
育
施
策
の

参
考
に
し
て
い
き
ま
す
。

問
教
育
総
務
課
☎（
21
）１
５
０
０

学
校
の
規
模

　
平
成
29
年
度
は
、
小
学
校
15
校
の
う

ち
８
校
で
複
式
学
級
編
制
と
な
っ
て
い

ま
す
。
平
成
35
年
度
に
は
５
小
学
校
が

全
校
児
童
20
人
以
下
、
そ
の
う
ち
２
校

は
10
人
以
下
と
な
り
、
全
学
校
の
８
割

に
あ
た
る
12
校
で
複
式
学
級
編
制
と
な

る
こ
と
が
予
測
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
児
童
数
が
15
人
未
満
と
な
っ
た
場
合

に
は
教
頭
が
担
任
を
兼
ね
る
た
め
、
平

成
35
年
度
に
は
同
じ
複
式
学
級
で
あ
っ

て
も
、
３
小
学
校
に
つ
い
て
は
校
長
・

教
頭
を
含
め
た
教
員
数
が
４
人
に
な
る

可
能
性
が
あ
り
ま
す
。

　
中
学
校
は
複
式
学
級（
２
学
級
以
下
）

編
制
が
な
い
も
の
の
、
平
成
41
年
度
に

は
４
中
学
校
で
生
徒
数
が
50
人
以
下
と

な
る
こ
と
が
予
測
さ
れ
て
い
ま
す
。

単位：校

　
審
議
会
で
は
、
小
規
模
校
の
メ
リ
ッ

ト
を
生
か
し
な
が
ら
デ
メ
リ
ッ
ト
を
解

決
す
る
方
法
を
追
求
・
実
践
し
、
学
校

の
持
つ
魅
力
を
高
め
、
児
童
・
生
徒
の

教
育
を
保
障
し
て
い
く
こ
と
、
地
域
の

核
と
し
て
の
学
校
の
役
割
も
考
慮
し
最

終
的
な
手
段
と
し
て
再
編
に
つ
い
て
検

討
す
る
こ
と
が
必
要
と
の
結
論
に
達
し

ま
し
た
。

　
特
に
小
学
校
で
は
、
地
域
と
の
関
わ

り
も
強
く
、
通
学
範
囲
の
問
題
も
あ
る

た
め
、
教
育
環
境
が
確
保
で
き
る
限
り

存
続
さ
せ
る
方
向
で
考
え
て
い
く
内
容

と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
中
学
校
で
は
、
生
徒
が
多
種
多
様
な

価
値
観
な
ど
に
触
れ
る
こ
と
、
自
己
を

確
立
す
る
多
感
な
年
齢
で
あ
る
こ
と
を

考
慮
し
、
一
定
の
規
模
が
必
要
で
あ
る

こ
と
を
重
要
視
し
て
い
ま
す
。

　
推
計
で
は
、
６
年
後
の
平
成
35
年
度

も
平
成
29
年
度
と
比
較
し
て
２
４
９
人

の
減
少
が
見
込
ま
れ
て
い
ま
す
。

　
市
立
小
学
校
お
よ
び
中
学
校
の
教
育

の
充
実
に
向
け
た
再
編
な
ど
に
つ
い
て

必
要
な
事
項
を
審
議
す
る
た
め
、平
成
29

年
度
に
初
め
て
設
置
さ
れ
、
市
内
各
中

学
校
区
で
の
意
見
聴
取
会
の
開
催
な
ど

15
回
に
わ
た
り
審
議
を
行
い
ま
し
た
。

　
審
議
会
の
委
員
定
数
は
15
人
以
内
と

な
っ
て
お
り
、
今
回
は
学
識
経
験
者
7

人
、
市
議
会
代
表
2
人
、
Ｐ
Ｔ
Ａ
代
表

6
人
の
15
人
で
構
成
さ
れ
ま
し
た
。

　
※平成 29 年５月１日現在

学
校
再
編
推
進
審
議
会
と
は

　
審
議
会
と
し
て
の

　
　
　
基
本
的
な
考
え
方

　
小
・
中
学
校
の
現
状
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